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2023-24年度 10月4日　第13回
日時／令和5年10月4日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／客話「ピンチを楽しめチャンスをつかめ」　川原　寅之亮様

　　　　　　　　今日は月初の例会で行事が多く、新会員入会
式もありますので、会長あいさつは簡単にいき
ます。会員の皆様には先週、ご案内をお送りし
ておりますが、来月24日、富山南ロータリーク
ラブ60周年記念式典が行われます。那覇南クラ

ブとの交流が縁で、10年前、ソバハニ会長の時に友好クラブと
なりました。当クラブ60周年記念式典には、13名の会員と1名
のご家族に参加していただきました。多くの会員の皆様に、富
山南クラブ60周年記念式典への参加申込をお願い申し上げます。

　　　　　　　「ピンチを楽しめチャンスをつかめ」
川原先生より高松商業高校の紹介、自己紹介
があり、経歴の中で通信制、定時制教員時代の
経験が現在の生徒育成において非常に役立って
いる旨の話がありました。

赴任後の戦歴で主な大会の優勝歴を紹介され、そのあとフィ
ジカル面、メンタル面での選手育成について要点が語られた。
フィジカル面は「プレーの強度、トレーニング内容、環境面
の変化」「食生活の重要性、捕食（おにぎり、たまご、カレー
など）」「フットサルへの取り組み」「専門家へのトレーニング依
頼」「日本代表コーチ等外部指導者の活用」などを挙げられた。
メンタル面では「やらされることへの限界から自主性の大切
さへの切り替える」「頑張れない生徒に対し褒めることと厳し
さのバランスを教える」ことをもとに具体的には「子供（小学
生・中学生）との交流」「試合観戦（Jリーグ、大学）」「保護者
との協力（家庭での食事など）」「地域の方々との繋がり（清掃
活動・ボランティア活動）」などを挙げられた。
将来的には今まで下級生がやっていた雑用などの負荷を上級
生がやることにより「恐怖、やらされ感」から「リスペクト、
あこがれ」へ組織の構造を変えてゆく計画である旨も語られた。
また、苦労面としては総勢85名の部員のうち出場できる選
手、ベンチ入りできる選手が限られており、出られない選手が
どのようにあるべきか、数字だけでは表せないサッカーという
競技の中で選手の個々の長所を見抜きどのようなメンバー構成
を行うか、具体策としては選手間でメンバーを選ばせ、自分の
考えとすり合わせてゆくなどが語られた。

そのあと、成功体験として2021年度の全国高等学校選手権香
川大会についての話があり、ノーシードから勝ち上がり全国大
会の切符をつかんだ話を映像も交えて語り、最後に今後の抱負
として「高商サッカー部の活動を通して、心豊かな人間を目指
す～自分も周りも輝くようなチームを目指す～」という理念の
もと「育成と常勝をバランスよく目指す」「ワールドカップで
活躍する選手を育てる」「いい人間、素敵な大人を育てる」「誰
からも応援されるチーム」「部員としてOBとして誇りを持て
るチーム」「能力や学生に関係なく
サッカーを愛するチーム」「仲間と
して尊重しあえるチーム」を挙げら
れた。
最後にお礼として熊田会長より試合

球を贈呈し大盛況で客話が終了した。

二 コ 二 コ 箱
住田幹事「川原先生、客話ありがとうございました。客話に向けての

ご準備も感謝いたします。今日お渡しさせていただいた
ボールが全国大会のピッチで躍動することをお祈りいたし
ます。選手権頑張ってください。」

熊田会長「川原先生、客話ありがとうございました。」
吉田（茂）会員「誕生祝いありがとう。70歳になります。」 

計￥9,000　　合計￥156,000

会員掲示板
●メークアップ／11名

ロータリーソング
「国歌、四季のうた、バースデーソング」
ソングリーダー「平井会員」

2023-24年度 10月11日　第14回
日時／令和5年10月11日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／卓話　丹生ガバナー補佐

　　　　　　　　本日は、小豆島ロータリークラブから丹生ガ
バナー補佐、島さま、山本さま、谷久さま、森
さま、5名の方にお越しいただいております。
昼の例会で時間も限られますが、小豆島クラブ
の皆様と親睦を深められたら幸いです。後ほ

ど、来年3月23日に開催されるIMの案内をしていただきます。

会長挨拶 会　長　熊田　浩

客　話 香川県立高松商業高等学校　教諭　サッカー部監督　川原寅之亮 様

会長挨拶 会　長　熊田　浩
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当クラブは新会員が多いので、IMについて簡単に説明します。
IMとは、インターシティーミーティングの事で、2670地区で
は各県単位で開催されるロータリーの情報交換と親睦のための
会合です。ガバナー補佐を輩出しているクラブがホストクラブ
を務めます。県内クラブの合同の集まりですので、新会員の方
は是非参加してください。例年、IMの案内は直前になること
が多く、新会員に趣旨を十分説明できていない事もあって、当
クラブでは、新会員の参加率が極端に低いという問題もありま
したが、今年は、前広に今から周知して、新会員の参加率の向
上に努めたいと思います。目標は新会員の参加率100％です。
同様に、5月の地区大会も、新会員の参加率100％を目標にしたい
と思います。IMは3月23日（小豆島）、地区大会は5月18日（徳島）
です。今から予定しておいてください。宜しくお願いします。
さて、ご案内しておりました、11月24日の富山南ロータリー
クラブ60周年記念式典ですが、わたしと住田幹事、三宅会員、
小野会員の４名が参加します。60周年記念式典への参加と、5
年毎に更新している友好クラブ関係継続確認書にサインしてき
ます。友好クラブ関係の継続は、5年毎に更新することになっ
ていますが、はじめて友好クラブ関係を締結したのが、10年前
の富山南ロータリークラブ50周年式典の時で、当クラブはソバ
ハニ会長でした。1回目の更新は、篠田会長の時です。富山南
クラブの周年行事からはじまっているので、今後も更新セレモ
ニーは富山南ロータリークラブの周年行事として、富山で行わ
れます。富山は遠いですが、5年後は、さらに多くの会員と富
山に行けたら良いと思います。
最後に、10月24日の世界ポリオデーに向けて、会員の皆様に
寄付の協力をお願いします。また、ガバナー事務所からポリオ
撲滅のポスターが届いていますので、お持ち帰りいただき、皆
様の会社に掲示していただければ幸いです。

　　　　　　　「香川第一分区ガバナー補佐来訪ご挨拶」
本来は8月30日にご挨拶を申し上げるとこ
ろ、コロナ感染症に罹患し、日程変更の止むな
きに至りたいへん失礼いたしました。自己紹介
とロータリーに対する思い等を述べさせていた

だきます。
私は小豆島で建設関係を営み、いまは環境保全の仕事をして
います。小豆島にロータリーはひとつです。21年前にロータ
リーに加入しました。常々、太田PDGのロータリー歴には敬
意を表しています。それと、高松南ロータリークラブでの奉仕
のこころに強固に結び付いている米山奨学金等の寄付金額の多
さには、いつも畏敬の念をもっています。敬意を表します。
小豆島ロータリークラブは社会奉仕活動の一環として、国指
定特別天然記念物「宝生院のシンパク」保存活動に尽力してい
ます。ぜひ来島の機会に御覧ください。歴史・文化価値を有す
るそれを未来永劫、後世に残せるように守り育てる、保護活動
をすすめています。
そして、本日の訪問で皆さんに強くお願いをすることは、来
年の3月23日にインターシティミーティング（IM）を小豆島で
開催します。IMテーマは『幸せとはなにか』、記念講演は芸術
家 斎灯サトル氏による講演会＆アートセレモニーを開催します。
併せて、ぜひパワースポットである「宝生院のシンパク」を
訪ねてください。

二 コ 二 コ 箱

小豆島RC 丹生ガバナー補佐「来年3月23日、IM参加宜しくお願いし
ます!本日はありがとうございました。」

白井会員「ガバナー杯参加の野球部メンバー、大変お疲れ様でした。
結果は残念でしたが最高の試合でしたね。あっぱれ。皆さ
ま満足だったと思っております。来年は香川県で開催で
す。応援に多くの会員様が来ていただける事を楽しみに、
ぜひ優勝を目指して1年間頑張っていきます。本日は丹生
ガバナー補佐様、ようこそいらっしゃいませ。また、多く
の（5名様随行）感謝・感激・感動です。小豆島RCにまた
メイクアップに行きます。」

熊田会長「丹生ガバナー補佐、小豆島RCの皆様、メイクアップあり
がとうございます。」

計￥7,000　　合計￥163,000

会員掲示板
●ビジター／5名
●メークアップ／9名

ロータリーソング「我等の生業」
ソングリーダー「平井会員」

2023-24年度 10月18日　第15回
日時／令和5年10月18日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／卓話　米山奨学生　バト ドルジ様　定例理事役員会

　　　　　　　　今月は、米山月間なので、新会員向けに、米
山についてお話しします。
米山の正式名称は、公益財団法人ロータリー米
山記念奨学会と言います。日本で学ぶ外国人留
学生に対し、日本全国のロータリアンからの寄

付金を財源に奨学金を支給し支援する、民間では日本最大規模
の奨学金事業です。東京ロータリークラブの事業としてはじ
まったものが、全国規模の事業となり、日本初のロータリーク
ラブである東京ロータリークラブの初代会長、米山梅吉氏の功
績をたたえ、米山記念奨学会と称しています。
①　寄付金の種類は、会費から財団に上納する普通寄付と任意
寄付の特別寄付があります。

②　本年度の奨学生は900人で、奨学生の出身国は中国、ベトナ
ム、韓国の順になっています。バトドルジ君のモンゴルは30名
です。これは、ほぼ、日本で学ぶ留学生の比率に一致します。

③　奨学金の事業規模は年間16億円で、収入の内訳は、普通寄
付4億、特別寄付10億、配当金2億となっています。この配当
金は、名古屋名東ロータリークラブの製氷機メーカー「ホシザ
キ株式会社」の会長、坂本精志夫妻が米山奨学会に寄付したホ
シザキ株の配当金です。坂本さんはホシザキが上場した2008
年12月に、米山に1億円の寄付をされていますが、更に2016
年9月にご夫妻で保有する「坂本ドネイション・ファウンデイ
ション株式会社（SDF社）」の株式（約150億円相当）を米山に
寄付されています。奨学生に直接支給される奨学金は事業収入
全体の75％、12億円、一人平均136万円となっています。

④　特別寄付をされるロータリアンは、昨年の実績で全国平

卓　話 香川第一分区ガバナー補佐　小豆島 RC　丹生兼宏様 様

会長挨拶 会　長　熊田　浩

森様
（小豆島RC）

谷久様
（小豆島RC）

IMの案内
島様（小豆島RC）

山本様
（小豆島RC）
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均47.3％。当クラブは52.5％の会員が特別寄付をされていま
す。本年度は、誕生プレゼントとして、米山寄付を選べるよ
うに工夫しましたので、クラブとして特別寄付者割合100％
を目指します。
⑤　2670地区の寄付実績ですが、当クラブは高知ロータリークラ
ブとトップ争いをしています。寄付額の多寡を競う事に賛否両
論あると思いますが、具体的な数字を示すと、寄付を促す効果
があるのは真実だと思われます。本日は、バトドルジ君に奨学
生卓話をしてもらいますが、米山奨学金事業について理解を深
め、会員の皆さんの自発的な寄付をしてもらいたいと思います。

　　　　　　　「モンゴルの草原からの挑戦者
モンゴルの田舎から日本への留学と夢の追求」
1990年、モンゴルは民主主義国家へ移行しま
した。その影響で両親は家畜を営む遊牧の生活
を始めました。私は1996年に生まれ、兄弟姉

妹5人の末っ子として育ちました。両親はかなりの努力家である
お陰で、私はその地域では裕福と言われる家庭に生まれ育ちまし
た。他の子供たちと一緒に幼稚園や学校に通うことが、幼いとき
の私の夢でした。小学生のときは成績が良く。チェス部に属して
県内チェス試合で2位シルバーメダルを取得しました。中学生の
ときには、ミニー・バレーボールの全国大会に出場しました。
やがて、自然環境の状況が厳しくなり、多くの家畜を失い、
家族の経済事情が非常に厳しくなってきました。そのことで、
私を軽蔑したり、両親について噂をする人たちから心理的なプ
レッシャーを受けましたが、勉強や、スポーツに集中すること
が、私の不安定を無くしていたため、大好きな家族に向き合
い、ますます勉強やスポーツが好きになっていきました。した
がって、私は勉強やスポーツ、または動物が好きで、意味のあ
る人生を送る、前向きな遊牧民でありたいです。いまはスポー
ツからは離れていますが、筋⾁トレーニングはしています。モ
ンゴルでは5人に1人が家畜の仕事をしていますが、過度な家畜
数、品質向上、貧困削減、疾病管理、国際市場へのアクセス、
等々さまざまな課題が存在しています。
私は、幼いころからビジネスマンになるという夢を抱いてい
ます。大学で会計学を学び、2017年に卒業、建築会社に勤めま
した。父との話から日本へ行く決断をし、2019年に会社を辞め
て日本にきました。残念ながら、日本に来たばかりで、モンゴ
ルにいた父が亡くなりました。そのため、私は家畜の仕事を継
続する必要がありますが、父が大事にして育てた家畜の価値を
高めたいという強い想いを抱くようになっています。私の長期
的な目標は、モンゴルで畜産物製品またはその原材料の輸出会
社を作り、自分と同じような遊牧民が直面する問題を解決する
こと、畜産物原材料を日本に輸出したい企業を手伝う。⾺のア
キレス腱をペットフードとして日本に輸出したい。そんな長期
的な夢をもっています。いまは、実践的に貿易を学ぶため、モ
ンゴルへ進出を考えている香川県内の企業に就職することを
決断しました.そのために2022年に香川大学のMBA（経営学修
士）に入学、その前3年間、勉強面では城東日本語学校を2年で
卒業、早稲田国際ビジネスカレッジに編入して1年間で卒業。
アルバイト面では:建築の仕事、引っ越しの仕事、ヤマトの工
場、コンビニ店員等を経験しました。中期的な目標に向かって
これからは、①卒業するまでに日本の大学院に進学を希望する

モンゴル人の本質的な課題を明確にして、その研究データに基
づき、「日本de修士塾」のビジネスモデルを仕上げる②貿易関
係やモンゴルと関わる企業に就職し、職務経験を蓄積する③将
来は香川県からアジア圏留学生のための進学専門塾を設立す
る。この3点が目標です。
最後に、ロータリーの皆様へお伝えしたいことは、感謝の気

持ちをお伝えします。そして、日本の大学院で学びたい7人の
モンゴル人が、日本人の教員の指導のもとでサポートを受けて
いること、また、顧客とも言えるこのモンゴル人たちの課題の
研究に集中できているのは皆さんのおかげであることを申し上
げます。
目標に向かって一生懸命前進している自分にとって、皆様の

温かいお心遣いや奨学金は非常に大きなサポートとなっており
ます。ロータリーの皆様に心から感謝申し上げます。皆様のご
家族やビジネスにおいて、より多くの幸せや成功を心から祈っ
ております。

二 コ 二 コ 箱

板坂会員「ご無沙汰しております。現在本社リフォームのため、引田
で草刈りを中心に仕事しております。」

ソバハ二会員「11月2日3時より庵治のソバハ二邸に元デューク・エイ
セスの大須賀さんが来ます。車は下のJAに置けます。来られ
る方はご連絡下さい。お待ちしています。おかげさまです。」

計￥7,000　　合計￥170,000

会員掲示板
●メークアップ／2名

ロータリーソング「奉仕の理想」
ソングリーダー「吉田(直)会員」

2023-24年度
新会員歓迎会（夜会例会）
10月25日　第16回

日時／令和5年10月25日（水）18:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

プログラム／秋季新会員歓迎会

　　　　　　　　本日は秋季新会員歓迎会です。当クラブの慣
例で、新会員歓迎会は春・秋の2回、夜間例会
で開催しています。春の歓迎会以降に入会され
た新会員は、6/30村上達郎会員、8/23黒渕忍会
員、9/6香西一寿会員、10/4三木哲郎会員の4名

です。改めて4名の皆様を歓迎申し上げます。夜間例会で時間
も十分ありますので、多くの会員と親交を深めて下さい。さ
て、後ほど委員会報告で詳細を報告してもらいますが、先日の
日曜日、高松クリーンデーが開催されサンポート周辺の清掃活
動をしてきました。同日に一日会のゴルフも開催されました。
気候も良い時期なので、一日会とクリーンデーは日程が重なる
ことが多いのですが、クリーンデーの開催日は10月の第4日曜
日と決まっていますので、次回からは、これを考慮して一日会
を計画したいと思います。クラブ行事の重複を避け、多くの会
員に多くの行事に参加してもらえるよう心掛けたいと思います。

卓　話 米山奨学生　バトドルジエルデネー 様

会長挨拶 会　長　熊田　浩

米山特別寄付のお礼
詫間行芳会員

誕生祝
森敬介会員

11月2日　大須賀ひでき
ソバハニ邸コンサート案内

吉田茂
カウンセラー
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二 コ 二 コ 箱

香西会員「今回のパーティー、ありがとうございます。」
黒渕会員「本日は歓迎会を催していただき、ありがとうございます。

今後ともよろしくお願いいたします。」

木田会員「10月22日（日）実施の一日会ゴルフで優勝しました。」

ソバハ二会員「入会して35年です。太田さん半分です（66年）。言
葉は分からなかったけれど、皆さん優しく付き合ってくれ
ました。フェローシップです。例会出席が楽しみです。」

村上会員「新会員歓迎会ありがとうございます。」
多田会員「前田会員の新複合施設と食堂の備品のご注文ありがとうござ

いました。食堂はカラフルなのでみなさんで行きましょう。」
計￥17,000　　合計￥187,000

会員掲示板
●メークアップ／2名
●ビジター／27名

ロータリーソング「それでこそロータリー」
ソングリーダー「香西会員」

ギリシャ神話によれ
ば、太古の昔、人間は、

神、プロメテウスによって火を使うことを教えられまし
た。これによって人間たちの暮らしは豊かになりました
が、同時に、火を用いて争いをするようにもなりまし
た。そこで、全能の神、ゼウスは、人間たちを懲らしめ
るために、パンドラという女性に箱（本来は壺）を持た
せて、人間世界へと送り込みます。絶対に開けてはいけ
ないと言われていたその箱を、好奇心にかられてつい、
開けてしまう彼女。すると、中から疫病、犯罪、悲しみ
等々、ありとあらゆる災いが飛び出してきました。慌て
たパンドラが箱を閉めた結果、箱の中には「希望」だけ
が残された、ということです。

火の使用は科学技術の源と言われています。技術が発
展すると災いも広がっていくという、現代の私たちが直

面している大問題が、紀元前八〜七世紀のヘシオドスに
よって、早くも語られていたのは、とても興味深い事実
です。

現在では、「パンドラの箱を開ける」の形で、「災いを
招くきっかけを作る」ことを指してよく使われます。し
かしながらパンドラの箱から飛び出した疫病、犯罪、悲
しみ等に対して、長い年月をかけて私たちは学習しまし
た。安全は人の力で築き上げます。安心は人の心で築き
あげます。人と人との心のふれあいから本当の安心は得
られますが、安心は人から与えられものではありませ
ん。自らが人とのふれあいの中で築いていくもののはず
です。そして、その架け橋が奉仕のこころではないで
しょうか。神話の世界から、現実の世界に生きる私たち
に安全と安心をつないでくれるロータリアンの奉仕のこ
ころの一端を11月号にご覧ください。 （編集子）

編集後記

高松南ロータリークラブ  Monthly Report　　発行日／月１回　　発行／高松南ロータリークラブ
編　集／会報・広報・雑誌 委員会　増尾茂之　上村光男　宮脇光男　谷東伸浩
事務所／〒 769-0102　高松市国分寺町国分 2755　鷲谷直子方　TEL・FAX 087-874-5303

2023年11月　ロータリー財団月間
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 備考

17 1 12:30〜 JRホテルクレメント高松 新会員卓話　村上　達郎会員

18 8 12:30〜 JRホテルクレメント高松 新会員卓話　濱川　義弘会員

19 15
12:30〜

JRホテルクレメント高松
臨時総会（指名委員会承認）/定例理事役員会

13:30〜 定例理事役員会

20 22 12:30〜 JRホテルクレメント高松 新会員卓話　黒渕　忍会員 11/19　東かがわRC
50周年記念式典（高松）

21 29 12:30〜 JRホテルクレメント高松 卓話　ポリオ根絶に向けて
第3地域ポリオ根絶コーディネーター（EPNC）　前田直俊PDG（坂出東RC）

11/24　富山南RC
60周年記念式典（富山）

2023年12月　疾病予防と治療月間
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 備考

22 6 12:30〜 JRホテルクレメント高松 クラブ年次総会 12/1
高松大学職業指導懇談会

村上達郎会員
（６月入会）

太田英章PDC
新会員歓迎のことば

香西一寿会員
（９月入会）

黒渕忍会員
（８月入会）

鎌倉芳太郎顕彰碑建立カンパニア中


